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で
国
の
重
要
無
形
民
俗
文
化
財

を
超
え
て
世
界
の
無
形
文
化
遺

産
の
称
号
を
有
す
る
こ
と
と
な

り
、
更
な
る
多
く
の
観
光
客
の

来
訪
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

っ
て
い
た
と
こ
ろ
、
満
場
一
致

し
お
で
会
場
は
歓
喜
の
渦
で
沸

っ
た
甲
斐
が
あ
り
喜
び
も
ひ
と

で
登
録
が
決
定
し
ま
し
た
。
待

き
あ
が
り
ま
し
た
。
こ
の
決
定

り
ま
し
た
。

　
明
く
る
　
日
、
審
議
が
再
開

さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、
報
告
会

場
を
迫
庁
舎
一
階
ロ
ビ
ー
に
移

し
固
唾
を
の
ん
で
行
方
を
見
守

審
議
に
時
間
が
か
か
り
、
登
録

待
っ
て
い
ま
し
た
が
、
各
国
の

ま
る
中
、
今
や
遅
し
と
吉
報
を

も
駆
け
つ
け
、
報
道
各
社
も
集

を
始
め
と
し
た
登
米
市
の
重
鎮

さ
れ
る
見
通
し
の
情
報
を
受
け

て
、
五
日
町
会
館
ホ
ー
ル
で
登

録
決
定
報
告
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
こ
の
日
は
地
元
関
係
者

の
他
、
市
長
・
議
長
・
教
育
長
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ぶ
り
」
な
ど
8
県
　
件
の
伝
統

行
事
で
構
成
す
る
「
来
訪
神
|

仮
面
・
仮
装
の
神
々
」
が
国
連

教
育
科
学
文
化
機
関
（
ユ
ネ
ス

コ
）
の
無
形
文
化
遺
産
に
登
録

リ
ン
グ
を
貰
い
ま
し
た
。

る
こ
と
の
証
で
あ
る
オ
レ
ン
ジ

後
に
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
で
あ

学
び
理
解
を
深
め
ま
し
た
。
最

知
症
の
人
と
の
接
し
方
な
ど
を

？
　
認
知
症
の
症
状
は
？
　
認

が
、
何
故
認
知
症
に
な
る
の
か

難
し
い
か
な
と
思
わ
れ
ま
し
た

知
症
」
と
い
う
テ
ー
マ
は
少
し

小
学
校
の
講
演
会
と
し
て
「
認

ー
ト
講
座
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
と
」
と
題
し
、
認
知
症
サ
ポ

「
忘
れ
て
し
ま
う
っ
て
ど
ん
な

町
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に
よ
る

ま
し
た
。
今
年
の
講
演
は
東
和

決
定
は
翌
日
に
持
ち
越
し
と
な

㊗
来
訪
神
　

ユ
ネ
ス
コ
無
形
遺
産
登
録
決
定

親
子
教
育
講
演
会

　
　
月
　
日
、
「
米
川
の
水
か

校
で
親
子
教
育
講
演
会
が
あ
り

　
　
月
　
日
（
木
）
米
川
小
学
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月
　
日

(

土

)

米
川
公

民
館
で
第
7
回
米
川
地
域
振

ユ

ニ

カ

ー

ル

大

会
ク
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
教
室
を
開

秋
夕
焼

(

ゆ
や

)

け
の
た
り
廃
品
回
収
車

朝
寒
や
や
か
ん
の
湯
気
に
日
の
光

米
川
　
及
川
豊
子

の
湯
で
汗
を
流
し
、
美
味
し

の
後
は
加
護
坊
温
泉
さ
く
ら

決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
結
果

は
タ
ー
ゲ

ッ
ト
ユ
ニ
カ
の
結
果

米
川
フ
レ
ッ
シ
ュ
サ
ー
ク
ル

　
名
の
メ
ン
バ
ー
も
揃
い
の

で
化
女
沼
を
一
周
す
る
4
㎞

ア
リ
ー
ナ
で
第
　
回
登
米
市

の
フ
ラ
ッ
ト
な
コ
ー
ス
で
す
。

レ
ク
ダ
ン
ス
・
サ
ー
ク
ル
交

体
力
向
上
、
参
加
者
の
交
流

ス
は
古
川
古
代
の
里
コ
ー
ス

を
深
め
る
た
め
ノ
ル
デ
ィ
ッ

　
　
月
　
日
（
土
）
な
か
だ

流
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
団
体
約
　
人
が
集
う
中
、

衣
装
で
息
の
合
っ
た
ダ
ン
ス

 
 
月
5
日
（
月
）
健
康
と

は
初
め
て
の
人
も
す
ぐ
出
来
、

う
ま
っ
こ
チ
ー
ム
が
3
チ
ー

ム
も
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
に

は
連
覇
を
目
指
す
米
川
　
区

て
普
及
し
て
い
ま
す
。
大
会

大
会
が
開
催
さ
れ
、
今
年
も

興
会
長
杯
争
奪
ユ
ニ
カ
ー
ル

っ
て
冬
季
の
ス
ポ
ー
ツ
と
し

ら
れ
ま
し
た
。
ユ
ニ
カ
ー
ル

老
若
男
女
　
チ
ー
ム
が
エ
ン

ト
リ
ー
し
熱
戦
が
繰
り
広
げ

米
川
　
首
藤
恭
子

行
く
道
の
地
蔵
の
お
手
に
柿
一
つ

米
川
　
春
日
悦
子

米
川
　
大
橋
久
子

大
根
の
瑞
々
し
さ
を
引
き
抜
け
り

当
直
の
施
錠
手
間
取
る
夜
寒
か
な

さ
ふ
ら
ん
の
咲
き
初

(

そ

)

む
庭
に
杖
親
し

息
ひ
と
つ
掛
け
て
放
て
り
冬
蜻
蛉

(

か
げ
ろ
う

)

う
ま
っ
こ
Ａ

米
川
　
区

米
川
１
区
Ｃ

米
川
公
民
館

米
川
　
区

う
ま
っ
こ
Ｂ

米
川
６
区

五
日
町
Ｂ

米
川
２
区

ロ
ッ
ク

米
川
　
千
葉
サ
キ
コ

暑
く
も
寒
く
も
な
い
好
天
に

ま
り
を
満
喫
し
ま
し
た
。
そ

恵
ま
れ
約
一
時
間
、
秋
の
深

米
川
　
千
葉
勝
保

を
見
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

い
昼
食
を
と
っ
て
エ
ネ
ル
ギ

ー
を
補
填
し
ま
し
た
。

錦
織
　
及
川
奈
奈
夫

進
出
。
中
で
も
頭
脳
プ
レ
ー

揃
へ
た
る
薪
の
切
り
口
小
鳥
の
来

が
光
っ
た
Ａ
チ
ー
ム
が
圧
倒

的
勝
利
を
収
め
ま
し
た
。
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米
川
　
及
川
裕
子

米
川
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野
寺
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錦
織
　
及
川
守
男

米
川
　
須
藤
捷
子

米
川
　
小
野
寺
和
彦

１１月の兼題　夜寒、鳥渡る、柿

朝
寒
や
校
庭
走
る
小
学
生

耳
遠
く
な
り
て
一
人
の
夜
寒
む
か
な

錦
織
　
小
平
華
子

催
し
ま
し
た
。
今
回
の
コ
ー

ま
た
年
齢
を
問
わ
な
い
と
あ

米
川
　
区

う
ま
っ
こ
Ｃ

米
川
５
区
Ａ

ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
教
室

レ
ク
ダ
ン
ス
サ
ー
ク
ル
交
流
会

朝
寒
や
始
発
バ
ス
待
つ
高
校
生

選
者
の
一
句

散
歩
道
足
止
め
眺
む
渡
鳥

遠
山
が
墨
絵
の
世
界
雁
渡
る

 米川公民館 俳句教室
選者：俳句教室講師　髙橋武比古　氏

栗
駒
山
の
夕
日
へ
鳥
の
渡
り
ゆ
く

伊
豆
沼
の
空
暗
く
し
て
鳥
渡
る

優勝

米
川
　
村
上
君
枝
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米川地域おこし協力隊だより
隊員ブログ（米川里山だより内）

http://miyagi-yonekawa.com/

Facebook（こちらの方がよく更新しています）

https://www.facebook.com/yonekawaii/

問合せ 地域おこし協力隊 鈴木まで

☎070-2011-1806 Eメール：yonekawaii88@gmail.com（火～金は公民館にいます）

こんにちは。地域おこし協力隊員の鈴木(景)です。

先月、中田庁舎内の産業経済部商業観光課に新しく地域おこし協力隊が1名着任しました。これ

で市内の協力隊は7名になります。内訳は下記の通りです。

●登米市産業経済部商業観光課 2名（担当：インバウンド推進、登米市版オルレ推進等）

● 〃 企画部企画政策課 2名（担当：移住定住推進、移住定住サポートセンターの運営）

● 〃 企画部市民協働課 3名（担当：石越地区、浅水地区、米川地区）

私が米川に来た3年前は協力隊は一人だけだったので、あっという間に人数が増えた気がします。

これから力を合わせて登米市を盛り上げていきたいと思いますので、よろしくお願いします！

11/17（土）、大籠でたたら製鉄再現実験が行われました
史跡ボランティアガイド養成講座でお世話になった一関市大籠のキリ

シタン史跡保存会さんの主催でたたら製鉄の再現実験が行われました。

今回使用した砂鉄は綱木の佐藤直喜さんが磁石で集めた30kg。製鉄炉

に砂鉄1kgと木炭2kgを10分間隔で投入し、木炭の燃焼により砂鉄（酸

化鉄Fe₃O₄）を炭素（C）で還元させ鉄（Fe）を生成させます。炉から

取り出した鉄塊は不純物を含みますが11kgほど。この塊は鉧（けら）

と呼ばれ、ここから鉄・鋼・鋳鉄などが取れるそうです。現代では身の

回りに鉄製品があふれ何気なく使っていますが、昔このような方法で行

われていた製鉄作業はとても過酷で、鉄が貴重だったことが分かります。

今回出来た鉧は断面が見れるようにカットして大籠キリシタン資料館に

展示されるそうです。興味のある方はぜひ足をお運びください。

12/19（水） よねかわ手仕事カフェ 紅花染めと刺し子の会 参加者募集
今年最後の手仕事カフェは紅花染めと刺し子の二本立てです。午前中はこの夏に北上

沢で収穫した紅花を使ってハンカチを染め、午後は草木染の糸と布を使ってピンクッ

ション（針山）などを作ります。どちらかのみの参加もOKです。（要申込）

日 時 12月19日（水）9:30～ 場 所 米川公民館 研修室２

①紅花染め 午前9:30～11:30（材料費500円） ②刺し子 午後1:30～3:30（材料費500円）

申 込 地域おこし協力隊 鈴木まで（下記携帯・メール・または公民館まで）（〆切：12/17）

藍の生葉染めと紅花の重ね染め
この夏採れた藍の生葉でたくさんの糸や布を空色に染めました。それを

紅花でさらに染めることで、様々な色のバリエーションが生まれます。

紅花には水溶性の黄色素（サフロールイエロー）と灰汁で抽出する紅色

素（カルタミン）が含まれます。紅花の花びらを摘み、水でもむと黄色素

が出てくるので、それで黄染めができます。その花びらをすり鉢などでつ

き、丸い煎餅のような形にして発酵させた後に乾燥させると、「紅餅」と

いう物になります。江戸時代には「紅一匁金一匁（べにいちもんめきんいちもんめ）」と言われ、紅

は金と同じくらい高価なものだったそうです。米川でも江戸時代の名産品として「長命草（煙草）、

酒、生綿、紅花」が挙げられており、産地だったことが伺われます。

生藍染めで青く染めた上に紅花の黄色素を重ね染めすると、青＋黄で緑になります。また、青に紅

色素を重ねると青＋赤で紫になりました。これからもっと研究して多彩な色を出せたらと思います。



　 23 日 天皇誕生日、東和ﾊﾞﾚｰ協会
1 土 24 月 振替休日、ｼﾆｱ体力づくり愛好会
2 日 東和ﾌｫﾄｻｰｸﾙ　　　　　「3日　ｼﾆｱ体力づくり愛好会 25 火 ﾚｸ体操愛好会
3 月 長生大学出前講座(米川・鱒淵) 26 水 ｼﾞｭﾆｱﾘｰﾀﾞｰ育成教室、泉趣会
4 火 長生大学出前講座(上沢・綱木) 27 木 ｷｯｽﾞ教室移動研修
5 水 泉趣会、ｶﾗｵｹ愛好会　　　　　「4日　ﾚｸ体操愛好会 28 金 東和ﾊﾞﾚｰ協会
6 木 あばせｸﾞﾗｳﾝﾄﾞ･ｺﾞﾙﾌ 29 土 公民館休館日
7 金 男の料理教室、東和ﾊﾞﾚｰ協会 30 日 公民館休館日
8 土 31 月 公民館休館日
9 日
10 月 ｼﾆｱ体力づくり愛好会 1 火 元日、公民館休館日
11 火 ﾚｸ体操愛好会 2 水 公民館休館日
12 水 泉趣会 3 木 公民館休館日
13 木 あばせｸﾞﾗｳﾝﾄﾞ･ｺﾞﾙﾌ、第3回体育部会 4 金
14 金 東和ﾊﾞﾚｰ協会 5 土
15 土 6 日
16 日 7 月 ｼﾆｱ体力づくり愛好会
17 月 ｼﾆｱ体力づくり愛好会 8 火 ﾚｸ体操愛好会
18 火 ﾚｸ体操愛好会 9 水 泉趣会、ｶﾗｵｹ愛好会
19 水 泉趣会、ｶﾗｵｹ愛好会　　　　 10 木
20 木 あばせｸﾞﾗｳﾝﾄﾞ･ｺﾞﾙﾌ、柳絮句会 11 金
21 金 フラワーアレンジメント教室、東和ﾊﾞﾚｰ協会 12 土
22 土  ※公民館事業又は利用許可申請済の団体のみ記載

計(人)
298
261
312
248
210
241
196
246
157
107

2,276

米川キッズ教室　移動研修

楽天生命パーク宮城
ボールパークツアー
12月27日（木）

１区

12月の予定

              平成３０年１０月末現在

1月の予定

133

世帯数

２区 99 [　 1]
140

128
[　 0]

[前月比]

[△1]133
154

４区 115
158 [△1]

[△4]

64
112 134

1,119 1,157

93
4760

[△2]
[   0]
[   0]

[   0]106104
123 [   0]

計

111

66

１０区

７区

38
911

８区
９区 61

３区

116

100

６区 86
75

12月7日（金）午後6時から
❀　ほっこりあったか料理　❀
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よねかわ情報コーナー（催し物）

96 100 [△1]

米川の世帯数と人口

159
行政区 男

５区

女
158

118

編集後記
今年もあと一か月、歳をとればとるほど一

年が経つのが早くなる気がします。「光陰矢

の如し」、光陰とは月日や歳月または時間と

いう意味で、月日が過ぎるのは矢のように早

いということ。取り戻せない時間を大切にし

ましょうという教訓が込められています。

米川地域振興会ホームページ
【宮城米川・里山だより】
ＵＲＬ:ｈｔｔｐ://miyagi-Yonekawa.com/


